
中学1年生 進路体験学習

会社訪問

「社長さんに聞こう」

九州国際大学付属中学校
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～ 実施概要 ～
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本校の紹介
所在地 八幡東区枝光5-9-1（付属高校に併設）
学校長 大峯一純
生徒数 309人（1年：111，2年：99，3年：99）
特 徴
１）高校自由選択制

卒業後は、付属高校だけでなく、東筑・小倉等の
公立高校をはじめ自分が希望する高校へ進学する
ことを目標に、3年間、学力向上に努めます。

２）“未来を創る人へ”プログラムの展開
教科の学習はもちろん、学校行事・体験学習にも
重点を置き、将来、社会のリーダーとして活躍で
きる資質を磨きます。

【特徴的な活動】
市役所訪問，企業訪問，長崎街道ウォーク
オーストラリア海外体験教室，自分発表会
英語プレゼンテーションコンテスト ほか



皆様が、どのようなお考えで、どのような

思いで、会社や商店、事業所の経営に取り組

まれているか を、中学生に語っていただけま

せんか？
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この企画のねらい



これまでの時代は、勉強して高校や大学に進学すれ
ば、自ずと道が開かれていました。
でもこれからは、子供自身がテーマや問題意識など
をもっていないと、前に進むのが難しい時代になっ
てきたと感じています。

そこで、一人一人の子供に、自分なりの「道標」を
持たせてあげたいのですが、学校という場では限界
があります。

・今の社会を学ぶことができる教材が、学校には用意されていません。
・今の社会を語れるだけの見識を持っている先生は非常に少なく、

仮に、先生が語ったとしても説得力が足りません。

そこで、今の社会の第一線でご活躍されている皆様
のお力をお借りしたいと考えた次第です。
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今の世の中、順風満帆で進む会社は少ないと
思っています。

皆様それぞれに、何らかの問題や悩み、リス
クなどを抱えながらも、状況を分析し、方針
を定め、具体的な手立てを考え実行し、評価
や改善を図りながら、会社の舵取りをなさっ
ていることと思います。

さらに、利益の追求だけでなく、社会への貢
献という大きなテーマに基づいて、皆様の会
社のあるべき姿・進むべき道を作り出されて
いることと思います。
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これらの活動は、ご苦労も多いでしょうが、一方で、
やりがいや生きがい・喜び もたくさんあると思いま
す。

このようなことを、次世代を生きる中学生に語って
いただけないでしょうか。

子供たちにとって皆様の言葉に触れるという体験を、
夢や希望・情熱といった「生きるための道標」へと
つなげていきたいと、私たちは考えています。
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具体的には、11月上旬のある日 午後の1時間程度、皆様のと
ころへ、生徒（中学1年生）３～４人でお邪魔させてください。

※令和3年は、11月4日（木）を基準日とし、その前後、
11月1日（月）、2日（火）、5日（金）を予備日と
しています。
皆様ご自身のご都合が合わない場合でも、ほかの幹部の
方など会社経営に関わられている方にご対応いただけれ
ば、大変ありがたいです。

生徒が、事前にお送りする質問内容に従ってインタビューをし
ますので、それにお答えください。
それをもとに話題を広げたり、生徒に尋ねたりしながら会話を
広めていただけると、とても助かります。

※質問は10月中旬頃にお知らせします。
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学校では、生徒たちに次のような学習指導を計画しています。

【事前学習】
①グループと訪問先を決めます。
②インターネットや資料などを使って、皆様の会社のことに

ついて調べます。
③皆様への質問を考えます。
④訪問時の挨拶などのマナーに加え、「手作り名刺」を作り、

名刺交換の仕方を学びます。

【事後学習】
①お礼状を作って送ります。
②インタビューの内容や皆様からの話をまとめ、Ａ３サイズ

の「手書きレポート」を作ります（皆様にはレポートのコ
ピーをお送りします）。
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ご注意いただきたいこと

①この企画は、職業体験（仕事体験・職場見学・インターン
シップなど）とは異なります。
生徒たちが、会社経営という立場から見て、「今の社会が
抱える課題」を知るということが目的です。

②お伺いするのは、年齢的に12,3歳の中学生のため、要領
が悪かったり、スムーズに会話ができなかったりする者も
いますのでご容赦ください。また、専門用語やカタカナ言
葉などの難しい言葉は通じないと思います。平易な言葉に
かみ砕いていただけるとありがたいです。

③中学生は、おやつやお菓子、お土産など過剰な接待をいた
だくと、そこだけに目が行く傾向があります。接待は、湯
茶など最低限のもので十分です。
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《本件担当者》
九州国際大学付属中学校 吉田忠司（副校長）
〒805-0002 北九州市八幡東区枝光5-9-1

ＴＥＬ：０９３－６７１－９００１
ＦＡＸ：０９３－６７１－８９９８
E-MAIL： yoshida@kif.ed.jp
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ご協力の可否につきまして、別紙回答書を、
５月21日までに、下記担当者まで
E-MAILに添付 または FAXでお送りください。

また、お尋ねやお問合せなどがございましたら、
下記担当者までお願いします。


